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　さらに、設問では回答しにくい理由を「その他」の項目に記述式
で尋ねた結果をまとめてみる。 “穿きたいが穿く機会がなかった”
理由からは、①欲しい形・色が見つからなかった、②買う機会が
なかった、③穿きこなせないから等が多かった。“まったく穿く意
思がない”理由からは、①自分には似合わない、②穿く勇気がな
い、③太って見える、④足が短くみえる、⑤股下のデザイン的ゆ
とりが嫌、⑥自転車やバイクに乗れない、⑦流行が過ぎるまで待
つ等であった。このことから、サルエルパンツは、穿く勇気も必要
である共に、股下のゆとりがかえって穿きづらい、自転車に跨ぎ
づらいなどが着用しづらいキーポイントになったようだ。筆者達も
同感であった。
　この結果を踏まえたうえで、サルエルパンツの着用経験者に対
して次の設問をした。それは今後の「着用意思」を尋ねることであ
る。着用意思がある71.5％、ない3.1％、わからない20.0％、無回
答5.4％の結果であった。このことから、着用意思のある人は、
「穿き心地」が良いと答えた人（とてもよい36.2％、まあまあよい
38.5％）74.7％と同等な比率が得られたことから、今後も着用意
思があることが推測される。
　また、今後の着用意思がない、わからない、無回答を合わせる
と28.5％になった。これは、穿き心地の悪さに回答した人（普通
18.5％、あまりよくない4.6％、悪い1.5％）の合計が24.6％であっ
たことから、今後の着用意思がないことにつながる結果であると
考えられる。
　更に、所持枚数から読み取ると、1枚の所持枚数者に、穿き心
地が普通14人、あまりよくない3人、悪い1人に多くあったことから
もわかった。そして、今後の着用意思がわからないと答えた20％
の内訳からは1枚の所持枚数者が一番多い回答者であったこと
から、着用経験者の浅さがこの回答に至ったと考えられる。
　4  おわりに
　アンケートの結果、次のようなことが窺えた。
1）サルエルパンツの認知度は高かったが、36.33％の若者が好
きとは言えなかった。
2）好きではないが穿いてみたいと興味を示した人が意外に多く
あった。
3）穿き心地や動きやすさは概ね良好であったが、穿き心地の悪
さと動きにくさへの回答も多くあったことも考慮しなければならな
い。
4）サルエルパンツを気に入っている回答者は何枚も所持してい
たが、約半数の回答者は1枚のみで留まっていたことは穿いてみ
たい、流行だから、夏だからとの一過性の理由と推測される。
5）サルエルパンツの未着用理由は、流行や見かけだけでの判断
ではなく着用感という機能性や着心地の悪さを推測できた。
6）若者のパンツへの思いと実際に穿きたいとの思いには、必ず
しも一致しないことがわかった。着用感が良ければ、あるいは着
心地がよければ、着用意思があることが窺われた。
7）サルエルパンツは、股下のゆとりがあり過ぎて穿きづらい、自
転車に跨ぎづらいなどの着用しづらいキーポイントになった。
8）サルエルパンツのデザインは多種多様にあるため、1枚しか
持っていない若者にも数枚持っている若者と同様の設問として、
穿き心地や機能性を問うたことには、やや無理があったかもしれ
ない。何枚もの着用者だからこそ判断できる設問もあることを理
解しなければならなかった。
　アンケートの質問の最後に、サルエルパンツに限らずその他の
パンツを購入する時は、どんなことに気をつけて購入するのかを
回答者全員に尋ねてみたところ、図18のような結果が得られた。
サイズ、シルエット、値段、色や柄の項目が圧倒的に多くあった。
続いて、デザイン、コーディネートのしやすさ、素材の順であっ
た。サイズは、体型に重要であり、値段もその時の予算に応じて
考慮しなければならない。シルエット、色や柄、デザイン、コー
ディネートのしやすさに上位を占めたことは、若者のパンツ選び
の理由の特徴が導き出された。これらは、個性を大切に思えばこ
その若者のこだわりであろう。さらに、パンツは時流のファッション
であるのみならず、体型への考慮やパーソナリティとあいまって、
上衣ほどデザインがないにもかかわらずパンツへの思いは、強く
感じとれた。つまり、上衣同様、パンツ選びにも自分自身をア
ピールするファッションを好むことがわかった。それが、サルエル
パンツのコンセプトにもなっているようである。
　以上のことから、若者のサルエルパンツへの意識と動向がわかっ
た。次稿では、これらを参考に機能性、着心地、美しいシルエットの
出し方、好みの色・柄等を満足させるサルエルパンツの提案をして
いきたい。
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